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	応用
	抗原情報
	背景
	オピオイド受容体は、エンケファリン、エンドルフィン、およびダイノルフィンのGタンパク質共役型7回膜貫通型受容体です。シグナル伝達によりアデニル酸シクラーゼ活性が阻害されます。カルシウムイオン電流を減少させ、カリウムイオン伝導性を高めることで神経伝達物質の放出を阻害します。痛みの知覚とオピオイド系鎮痛に役割を果たします。モルヒネに対する鎮痛耐性の形成にも役割を果たします。内因性エンケファリンおよび他のオピオイドのサブセットの受容体として機能するGタ​​ンパク質共役型受容体です。リガンド結合により構造変化が起こり、グアニンヌクレオチド結合タンパク質（Gタンパク質）を介したシグナル伝達が誘発され、アデニル酸シクラーゼなどの下流エフェクターの活性が調整されます。シグナル伝達によりアデニル酸シクラーゼ活性が阻害されます。カルシウムイオン電流を減少させ、カリウムイオン伝導率を高めることで神経伝達物質の放出を阻害します。痛みの知覚とオピオイド系鎮痛作用に関与します。モルヒネに対する鎮痛耐性の形成にも関与します。
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;
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	SH-SY5Y 細胞溶解物における OPRD1 発現のウエスタンブロット解析。

